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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

一般小売店
［酒］（経営
者）

来客数の動き ・ワインが一般家庭に浸透してきたこともあり、昨年
より来客数、売上が伸びてきている。

競輪場（職員） それ以外 ・今月は当競輪場の開設54周年の記念競輪が開催され
たが、当競輪場のほか場外発売所、電話投票などで売
上が増加した。

やや良く
なっている

一般小売店［事
務用品］（経営
者）

お客様の様子 ・年末が近づいてきたせいか、客の意思決定の時間が
短く感じられる。また、新製品の売行きもよい。

一般小売店
［花］（経営
者）

販売量の動き ・夏の売行き不振からの回復が多少見受けられた。ク
リスマス商品も徐々に売れている。

一般小売店［衣
服］（経営者）

お客様の様子 ・11月の売上は暖冬にもかかわらず、少し上向きで
あった。客の購買意欲は依然として落ちているが、高
額商品に目が向いている。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・依然として近隣の大型商業施設の開業効果があり、
来客数が伸びている。また、大型商業施設に出店して
いる婦人靴やバッグの売上が好調で、大阪の同業他店
と比べても５％程度伸びている。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・９月に販売量が回復した後、10月には若干悪化した
が、11月は前年の販売量に対して３％の増加という水
準で推移している。

衣料品専門店
（営業・販売）

販売量の動き ・良い商品を探している新規客が増加している。

家電量販店（店
長）

単価の動き ・来客数は増えていないが、地上デジタル放送の開始
で、薄型テレビ等の販売数量が増え、単価は上がって
きている。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・これまで必要なものがあっても買い控えるケースが
多かったが、最近は購入する得意先が増えてきた。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・１日当たりの平均売上は、前月に比べて２％弱増加
している。

一般レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・メニュー変更とドリンクバー設置の効果により、客
単価が前年を上回った。来客数も前年比をクリアする
まではいかないが、競合他店と比較すると良い水準と
なっている。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・今年の夏以降、来客数は増えてきており、11月に
なっても増加傾向が続いている。客単価については相
変わらず伸びないが、来客数が前年比で２けた近く増
えてきたので、売上が多少伸びている。

都市型ホテル
（経営者）

販売量の動き ・売上は引き続き増加傾向にある。宿泊稼働率も国内
旅行市場が上向きであるため、神戸市内の各ホテルと
も前年比を上回ってきている。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊においては単価は低いが、稼働状況、売上とも
に前年を上回っている。また婚礼が順調で、件数、単
価が大幅にアップしているほか、一般宴会も前年並み
で推移している。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・11月に入って客の動きが活発になっている。宿泊部
門はバレーボールのワールドカップが１週間ほど大阪
で開催された影響で、大阪中のホテルが高稼働であっ
た。また、本格的な秋の観光シーズンで宿泊客数も昨
年より増加している。

タクシー運転手 お客様の様子 ・ここ数か月は企業関係の利用が横ばいで推移してい
るが、一般客のタクシー利用の増加傾向には確かな手
ごたえを感じている。

通信会社（社
員）

販売量の動き ・話題性のある新商品などが好調に売れている。

通信会社（社
員）

来客数の動き ・地上デジタル放送の開始が秒読み状態であることか
ら、テレビの需要が伸びつつある。ケーブルテレビも
地上デジタル放送の届かないエリアでの需要が高くな
り、問い合わせなどが増えてきている。

ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・業界全体としては前年割れが続いているが、ゴルフ
場間の値引き競争が小康状態になってきた。今まで
は、どのような戦略も値引きには勝てなかったが、営
業努力次第で集客が期待できるようになってきた。

家計
動向
関連



住宅販売会社
（経営者）

競争相手の様子 ・当社では業績が伸びていないが、各社の建売物件等
の販売状況が順調に伸びているように感じられる。

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・本来であれば秋口に増加する新築マンション供給
が、今年は延期される傾向から11月の供給が増加して
おり、広告総量や購買客の動きが活発化している様子
である。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・10月の在阪球団の優勝セール終了後、急に売上が悪
くなった。

一般小売店［時
計］（経営者）

単価の動き ・来客数は少し増加しているが、高額品が売れないた
め売上が上がらない。さらに、クレジットローン等の
利用も極端に減っている。

一般小売店［衣
服］（経営者）

競争相手の様子 ・当社店舗の売上は前年比で微増であるが、商店街及
び近郊のショッピングセンター等の来客数をみると、
予想を上回る落ち込みをみせている。

一般小売店［菓
子］（経営企画
担当）

販売量の動き ・関東地区以外は売上が悪くなってきている。特に関
西地区は在阪球団のリーグ優勝の効果が薄れ、一時の
勢いはなくなってきている。

一般小売店［衣
服］（経営者）

お客様の様子 ・今欲しい、今着られるというようなジャケットは、
単価が多少高くても売れている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・気温が高く、ウールコートを中心に重衣料関係の売
上が伸び悩んでいるため、売上は前年を割っている。
ただ、他の衣料品による売上でほとんど前年並みの売
上が達成できており、極端に悪いとはいえない。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・暖冬のため、防寒商品の売上は減少しているが、気
候に影響のないものは前年度実績を維持している。

百貨店（経理担
当）

お客様の様子 ・11月初旬は暖かかったため、衣料等の動きが極めて
低調だったが、絵画等の高額商品は売れている。

百貨店（営業担
当）

競争相手の様子 ・客の購買意欲の高まりは感じられるが、気温が高い
ため季節商品の売行きは悪い。また、高額品の売行き
にも陰りがみられる。その一方で、歳暮は昨年以上に
受注が早くなっている。

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・おせち料理等、実用的な物に関しては２～３万円の
出費がみられるが、それ以上の高額品は動きが鈍い。

スーパー（企画
担当）

単価の動き ・暖冬で衣料や暖房器具が苦戦している。食品につい
ては横ばいである。

スーパー（経理
担当）

お客様の様子 ・天候不順で販売量が苦戦しているが、正月商品の販
売が伸びているので、３か月前とあまり変わらない状
況である。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・来客数は減少傾向にあるが、来店した際には買い込
むという動きがあるように感じられる。また、昼間の
来店で就業者、とりわけ工事関係者が減っている。

家電量販店（企
画担当）

お客様の様子 ・パソコン、冷蔵庫、暖房機器等の販売単価は下がっ
ているが、テレビは大型化、液晶画面、地上デジタル
放送の開始などで唯一単価が上がっている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・年末商戦を迎えて販売各社が様々な施策を行い、客
への購買意欲喚起を促進しているが、例年と比べて客
の出足は芳しくない。

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・前年に比べて売上は10％以上増えたが、利益幅は少
なく、客とはシビアな商談が多くなっている。

自動車備品販売
店（従業員）

お客様の様子 ・昨年は11月でも寒さが厳しく、タイヤ等の冬物商品
が前倒しで売れたが、今年は気候の影響で顧客の動き
が鈍く、季節商品の売行きも悪い。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・11月の土日、祝日は行楽日和だったため、売上が芳
しくなかった。

その他専門店
［スポーツ用
品］（経理担
当）

来客数の動き ・ゴルフ用品等の高額品の動きが今ひとつである。ま
た、暖冬の影響から冬物衣料品の動きが総じて悪い。

観光型旅館（経
営者）

単価の動き ・行楽のシーズンではあるが、周辺観光地の紅葉が思
わしくなく、当地に訪れる客が減っている。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・カニのシーズンに入ったが、暖冬ということもあり
来客数に例年の勢いがない。

都市型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・個人宿泊を中心に国内旅行が回復傾向にあるが、企
業関連では経費節減による値引き要請等があり、引き
続き厳しい状況である。



旅行代理店（広
報担当）

お客様の様子 ・11月は中東でのテロ等が激しくなり、東京もテロの
危険にさらされるとの報道から、客が敏感に反応して
いる。特に、これからＳＡＲＳの再発も懸念され、客
の間にも若干ちゅうちょする動きがみられる。年末年
始の海外旅行のキャンセルも多くなっている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・宴会シーズンになってきたが、早く切り上げる客も
多く、まだまだ活気がない。

タクシー会社
（経営者）

お客様の様子 ・夜の利用が減っている。客の節約はまだまだ続いて
いる状況である。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・新商品に対する客の反応が鈍く、引き続き慎重であ
るように思われる。

通信会社（社
員）

販売量の動き ・携帯電話の第３世代への移行がいわれているが、相
変わらず第２世代の携帯が販売の中心となっている。
しかし、少しずつではあるが第３世代の人気機種が販
売台数を伸ばしている。

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・秋の団体客が昨年より減少した。

その他レジャー
施設（企画担
当）

来客数の動き ・団体客は堅調であるものの、個人客の動きは悪いな
ど天候要因もあるが、行楽シーズンにもかかわらず、
人の動きは鈍い。ただ、クリスマス関係のディナー予
約は、リーズナブル価格のため好調である。

その他サービス
［クリーニン
グ］（経営者）

販売量の動き ・朝晩はともかく日中はまだまだ暖かいので、この時
期の最寄品ともいえる、日常着用の定番アイテムの受
注が例年並みに伸びてこない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

それ以外 ・11月は暖冬のために売れておらず、特に高額商品が
悪い。

一般小売店［家
具］（経営者）

単価の動き ・長年、飲食業や小売業を営んでいた店から、閉店の
通知等が来るようになった。

百貨店（売場主
任）

競争相手の様子 ・当社は全館バーゲン体制は取っていないが、1１月
は暖冬のため、本来プロパーで利益を取る時期である
にもかかわらず、重衣料のバーゲンをする百貨店が出
てきている。

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・本格的な寒さが来ないなど天候不順が続き、コート
を中心とした冬物重衣料の動きがみられない。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・暖冬が続き、生鮮品の冬物商材が売れていない。ま
た、生鮮品の供給が豊富で、単価も下落傾向にある。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・中古車の各販売会社では、今月に入ってからの来客
数が著しく少なく、通常の３分の１程度に落ち込むな
ど苦戦している。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

競争相手の様子 ・同業他社の倒産、ガソリンスタンドの閉鎖が目立つ
ようになってきている。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・開発に関する予算の査定が厳しく、新規案件もな
い。

悪く
なっている

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・先月は久々に上向きだった消費も、今月は週末を中
心とした天候不順による来客数の減少や、生鮮、特に
農産物を主とした相場の暴落による１人当たり購入単
価の下落で、中旬まで大変厳しい状況が続いた。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・飲料水の売上が減少しているので、ホット飲料水等
を出しているがカバーしきれない。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・重衣料の購入を手控えて、軽衣料の組み合わせで間
に合わせたり、同じアイテムの中でも低価格のものが
売れている。

良く
なっている

金属製品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・住宅ローン減税の期限切れの関係で、住宅関連の駆
け込み需要が発生している。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・年末から年度末の案件の依頼がかなり来ている。

やや良く
なっている

化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注が大幅に伸びてきた会社が数社出てきた。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・大企業と中小企業の差はあるが、物づくりのための
前向きな設備投資が増えている。

輸送業（営業所
長）

受注量や販売量
の動き

・関西国際空港での輸入貨物の配達が依然として好調
であり、前年度の売上を上回っている。

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・建売関係の企業の売上は落ち込んでいるものの、製
造業、卸売業等の売上が回復してきている。

企業
動向
関連



不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・大阪市の中心部に限って、飲食や物販テナントの動
きが好調になってきている。賃料水準は相変わらず低
いが、空室が結構早く埋まるようになってきた。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・中堅商社を中心に注文が増えてきた。

変わらない 出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

取引先の様子 ・上場企業のクライアントは予算枠が増えて良い方向
に向かっているようにみえるが、零細企業のクライア
ントからは価格の見直しなど、いまだ原価の削減を余
儀なくされている。

金属製品製造業
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・公共工事関連が減少しているのに加えて、入札方法
の変更等でゼネコンはまだまだ安値受注を行ってい
る。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・ニュービジネス、ロボット関連の受注に成功した。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・中国向けでは間接的な受注が増えてきたが、国内向
けは動きが変わらない。

その他製造業
［ゴム製プラス
チック製履物］
（団体役員）

受注量や販売量
の動き

・中国などからの低価格品の輸入量が、相変わらず例
年より多くなっている。さらに、靴の売行き自体も悪
いという状態である。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・住宅関連等の大口顧客の受注量が、10月に比べてや
や落ち着き、平常に戻りつつある。しかし、新規の仕
事の見積の問い合わせも結構来ている状況である。

不動産業（経営
者）

取引先の様子 ・建売住宅、マンション用地の取得意欲は依然おう盛
であるものの、場所、価格等の選別傾向がより鮮明に
なってきている。

その他非製造業
［衣服卸］（経
営者）

それ以外 ・中国の製造能力向上を背景とした綿花価格の高騰
で、仕入原価が上昇しているが、なかなか製品価格に
転嫁できていない。一方で、店頭では利ざやの取れる
プロパー商品は売りにくく、薄利の特価商品ばかりが
売れるので、全体として利益が取りにくくなってい
る。

やや悪く
なっている

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今年７月に大手のアパレル問屋が民事再生法の適用
を申請し、在庫を安価で市場に放出したため、市場価
格の下落や在庫の飽和状態が今も続いている。その結
果、問屋からの注文がここ３か月減少傾向にある。

繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・11月は当産地の最需要期であるが、一部に受注の動
きはあるものの全体としては昨年より１割以上減少し
ている。さらに、受注ロットも小さくなっているほ
か、メーカーが在庫を減少させているため、忙しいが
利益は上がらない。

広告代理店（従
業員）

取引先の様子 ・大手百貨店系のショッピングセンターが、９、10月
の在阪球団の優勝と日本シリーズのセールに販促費を
割いたため、11、12月は金額が低く抑えられている。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・来春の派遣法改正に伴い、市場の動きが活性化して
きた。徐々にではあるが、長期派遣が受注回復の兆し
をみせるなど、求人数も増加傾向にある。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・製造業の請負が順調に伸びている。特に自動車メー
カーからの求人は他地区にも及ぶ。また年末対策で、
飲食、サービス業の求人と、歳暮時期の百貨店の配送
も前年並みの求人が発生している。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人広告の日曜日付け掲載件数が前年の水準を上回
ることが多くなってきた。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人、有効求人ともに前年比で増加している
が、依然として臨時、アルバイトを中心とした請負、
派遣業からの求人となっている。事業所訪問での聴取
によると、一部の企業における人手不足感が、請負、
派遣業の求人増につながっているようであるが、これ
らの求人が正社員の求人に切り替わってくれば良い方
向へ進むように思われる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数の動きは、２か月連続で２けたの伸びであっ
た。さらに今月は、約30年ぶりの高い水準を記録して
いる。

雇用
関連



民間職業紹介機
関（支社長）

採用者数の動き ・機械メーカーや食品関連メーカーなど、関西の企業
が採用数を増やしている。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・日雇いの求人数が昨年並みに増えてきた。

変わらない 人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・本来なら11月末になると年末特有の忙しさが出てく
るが、今年はまだ落ち着いている。全体的に人は余っ
ているものの、貿易事務、経理事務においては人が足
りない状態である。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・求人数は依然として上昇傾向であるが、求職者数は
頭打ちの状況である。個別の求人内容は条件面での低
下傾向が著しく、求職者のニーズに合致しないため、
求職者サイドに冷めた部分がみられる。

学校［大学］
（就職担当）

求職者数の動き ・11月１日現在で就職未内定者は約30％だったので、
追加求人のある企業を中心に応募させたところ、決定
したのは約５％程度であった。やむなく専門学校、就
職浪人等、進路変更をする学生が増加してきた。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －
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